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高
島
は
１
９
１
５
年
に
繊
維
専

門
商
社
と
し
て
創
業
し
、
60
年
代

以
降
は
脱
繊
維
と
事
業
の
多
角
化

を
進
め
て
き
た
。
現
在
は
建
材
、

産
業
資
材
、
電
子
・
デ
バ
イ
ス
の

３
セ
グ
メ
ン
ト
を
展
開
す
る
専
門

商
社
と
し
て
事
業
を
拡
大
。
２
０

２
５
年
度
の
売
上
高
は
９
０
６
億

円
を
計
上
し
、
こ
の
う
ち
建
材
事

業
が
64
・
４
％
を
占
め
る
主
力
事

業
と
な
っ
て
い
る
。
同
社
の
特
徴

は
、
単
な
る
商
材
の
売
買
に
と
ど

ま
ら
な
い
「
機
能
商
社
」
と
い
う

事
業
モ
デ
ル
だ
。

「
私
ど
も
は
、
た
だ
流
通
に
関
わ

る
だ
け
で
は
な
く
、
施
工
・
加

工
・
物
流
な
ど
の
機
能
を
取
り
込

み
な
が
ら
、
顧
客
の
課
題
解
決
に

必
要
な
付
加
価
値
を
提
供
し
て
き

ま
し
た
」
（
高
島
幸
一
会
長
）

　

こ
う
し
た
変
革
の
歩
み
は
、
04

年
に
高
島
幸
一
氏
が
社
長
に
就
任

し
て
以
降
、
さ
ら
に
加
速
し
た
。

事
業
を
建
材
、
産
業
資
材
、
電

子
・
デ
バ
イ
ス
の
３
領
域
へ
整
理

す
る
と
と
も
に
機
能
商
社
へ
の
転

換
を
推
進
。
市
場
や
顧
客
ニ
ー
ズ

の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
独
自

の
事
業
基
盤
を
築
い
て
き
た
。
そ

し
て
26
年
６
月
、
同
社
は
22
年
ぶ

建
材
を
主
力
に
独
自
路
線
を
構
築

新
体
制
で
さ
ら
な
る
成
長
へ

り
に
経
営
体
制
を
変
更
し
、
Ｃ
Ｅ

Ｏ
・
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
よ
る
２
代
表
制
へ

移
行
し
た
。

「
１
１
０
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す

の
で
、
変
え
な
い
部
分
と
変
え
て

い
く
部
分
が
あ
り
ま
す
。
変
え
な

い
の
は
企
業
使
命
や
企
業
理
念
で

す
。
一
方
で
、
事
業
環
境
が
不
透

明
な
中
、
現
場
に
密
着
し
な
が
ら

次
の
ニ
ー
ズ
を
探
し
、
組
織
改
革

や
事
業
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
求
心
力
（
変
わ
ら
な
い

軸
）
も
必
要
で
す
が
、
遠
心
力

（
外
へ
と
拡
大
す
る
力
）
も
必
要
。

そ
の
両
方
が
な
け
れ
ば
成
長
で
き

ま
せ
ん
」
（
同
氏
）

　

今
回
の
２
代
表
制
も
、
そ
う
し

た
考
え
方
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

「
私
自
身
、
創
業
家
と
い
う
立
場

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
失
っ
て
は

い
け
な
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
グ
ル
ー
プ
全

体
に
血
肉
化
し
て
い
く
役
割
が
あ

り
ま
す
。
一
方
で
、
事
業
環
境
は

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
。
現
場
に

近
い
感
覚
を
持
つ
人
間
に
委
ね
た

方
が
う
ま
く
い
く
部
分
も
あ
る
。

戦
略
は
共
同
で
考
え
な
が
ら
、
現

場
判
断
を
進
め
て
い
く
形
で
す
」

（
同
氏
）

　

前
中
期
経
営
計
画
で
は
売
上
高

１
１
０
０
億
円
、
営
業
利
益
26
億

円
を
目
標
に
掲
げ
た
が
、
25
年
度

の
実
績
は
売
上
高
９
０
６
億
円
、

営
業
利
益
21
億
円
と
な
り
、
目
標

未
達
と
な
っ
た
。
し
か
し
高
島
会

長
は
、
「
稼
ぐ
力
そ
の
も
の
は
向

上
し
た
」
と
振
り
返
る
。

「
私
ど
も
が
重
視
し
て
き
た
の
は
、

持
続
的
成
長
に
つ
な
が
る
将
来
投

資
で
す
。
中
で
も
、
人
財
と
Ｍ
＆

Ａ
へ
の
投
資
こ
そ
が
稼
ぐ
力
の
根

本
だ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
『
商

社
は
人
な
り
』
で
す
。
人
が
い
な

け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
人
が
稼
ぐ
力
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
」
（
同
氏
）

　

そ
の
考
え
の
も
と
、
同
社
は
人

財
投
資
を
継
続
。
20
年
に
約
９
０

０
人
だ
っ
た
従
業
員
数
は
、
25
年

に
は
約
１
２
０
０
人
へ
と
拡
大
し

た
。
多
様
な
人
財
の
採
用
に
加
え
、

Ｍ
＆
Ａ
も
積
極
的
に
進
め
、
21
〜

25
年
度
の
５
年
間
で
１
４
７
億
円

の
戦
略
投
資
を
実
行
し
た
。
４
件

の
Ｍ
＆
Ａ
と
２
件
の
出
資
・
資
本

提
携
を
通
じ
て
獲
得
し
た
の
は
、

人
財
だ
け
で
は
な
い
。
同
社
が
目

指
す
機
能
商
社
に
欠
か
せ
な
い
施

工
機
能
な
ど
の
付
加
価
値
だ
。

　

同
社
が
以
前
か
ら
掲
げ
て
き
た

「
機
能
商
社
」
と
は
、
単
に
商
材

を
流
通
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
施

工
機
能
や
工
場
機
能
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
顧
客
の
課
題
解

決
を
支
援
す
る
事
業
モ
デ
ル
だ
。

中
で
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
の

が
施
工
力
の
獲
得
で
あ
る
。
前
中

計
期
間
中
に
実
施
し
た
Ｍ
＆
Ａ
の

う
ち
３
件
は
施
工
会
社
だ
っ
た
。

「
こ
の
業
界
で
は
人
材
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
建
築
物
を
最

終
的
に
仕
上
げ
る
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ

イ
ル
の
施
工
力
が
、
こ
れ
か
ら
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
る
。
自
前
で
広

げ
よ
う
と
思
っ
た
ら
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
っ
て
施
工

力
を
味
方
に
つ
け
た
こ
と
は
、
非

常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
」

（
同
氏
）

　

そ
の
成
果
は
数
字
に
も
表
れ
て

い
る
。
売
上
総
利
益
、
売
上
総
利

益
率
、
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
、
Ｅ
Ｂ
Ｉ

Ｔ
Ｄ
Ａ
マ
ー
ジ
ン
は
い
ず
れ
も
向

上
。
数
値
目
標
こ
そ
未
達
だ
っ
た

も
の
の
、
収
益
性
や
付
加
価
値
創

出
力
は
着
実
に
高
ま
っ
た
。
一
方

で
課
題
も
残
る
。
投
資
に
よ
る
減

価
償
却
費
や
の
れ
ん
償
却
費
の
増

加
が
利
益
を
圧
迫
し
て
お
り
、
今

後
は
投
資
リ
タ
ー
ン
の
向
上
に
よ

る
さ
ら
な
る
成
長
と
資
本
効
率
の

改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

　

前
中
計
で
築
い
た
成
長
基
盤
を

次
の
飛
躍
に
ど
う
つ
な
げ
る
の
か
。

26
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
中

期
経
営
計
画
２
０
２
８
」
で
は
、

「
持
続
的
な
好
循
環
（
サ
ス
テ
ナ

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
パ
イ
ラ
ル
）
の
創

出
に
よ
り
、
成
長
を
軌
道
に
乗
せ

る
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
。
そ
の

象
徴
が
、
前
中
計
に
続
い
て
設
定

し
た
１
０
０
億
円
の
戦
略
投
資
枠

で
あ
る
。

「
成
長
す
る
た
め
に
は
投
資
し
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
前
回
、

投
資
を
実
行
し
た
結
果
、
稼
ぐ
力

が
向
上
し
、
市
場
か
ら
の
評
価
も

高
ま
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

投
資
を
継
続
す
る
と
い
う
判
断
で

す
」
（
同
氏
）

　

一
方
で
、
新
中
計
で
は
投
資
を

続
け
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で

獲
得
し
た
機
能
を
い
か
に
連
携

さ
せ
る
か
も
重
要
な
テ
ー
マ
だ
。

「
今
後
は
、
も
っ
と
グ
ル
ー
プ
で

シ
ナ
ジ
ー
を
出
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
子
会
社
や

出
資
先
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
も
増

え
て
き
ま
し
た
し
、
一
体
化
に
よ

っ
て
さ
ら
に
価
値
を
高
め
ら
れ
る

余
地
が
あ
り
ま
す
」
（
同
氏
）

　

同
社
は
こ
れ
ま
で
、
人
財
投
資

や
Ｍ
＆
Ａ
を
通
じ
て
施
工
力
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を

獲
得
し
て
き
た
。
新
中
計
で
は
、

そ
れ
ら
を
有
機
的
に
結
び
付
け
る

こ
と
で
投
資
効
果
を
高
め
、
さ
ら

な
る
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え

だ
。
ま
た
、
新
中
計
で
は
「
省
力

化
」
「
省
資
源
化
」
「
再
エ
ネ

化
」
の
３
つ
を
戦
略
テ
ー
マ
に
据

え
る
。

「
人
手
不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

資
源
問
題
は
今
後
さ
ら
に
深
刻
化

し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、

社
会
課
題
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な

る
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
チ
ャ

ン
ス
が
広
が
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
」
（
同
氏
）

　

施
工
現
場
の
省
力
化
、
リ
サ
イ

ク
ル
資
材
や
断
熱
材
に
よ
る
省
資

源
化
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
再
エ
ネ
化
な

ど
、
同
社
は
社
会
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
商
材
や
機
能
を
拡
充
し

て
き
た
。
グ
ル
ー
プ
内
の
機
能
を

掛
け
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ
う
し
た

領
域
で
の
提
案
力
を
さ
ら
に
強
化

し
て
い
く
方
針
だ
。

「
稼
ぐ
力
の
向
上
が
次
の
投
資
を

１
０
０
億
円
投
資
を
継
続

次
は
グ
ル
ー
プ
シ
ナ
ジ
ー
創
出
へ

生
み
、
そ
の
投
資
が
さ
ら
に
機
能

強
化
や
人
財
投
資
に
つ
な
が
る
。

そ
の
好
循
環
を
継
続
的
に
拡
大
し

て
い
き
た
い
の
で
す
」
（
同
氏
）

　

１
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
の
中

で
、
変
え
る
べ
き
も
の
と
変
え
て

は
な
ら
な
い
も
の
を
見
極
め
な
が

ら
進
化
を
続
け
て
き
た
高
島
。
新

た
な
経
営
体
制
の
も
と
、
「
持
続

的
な
好
循
環
」
の
実
現
に
向
け
た

挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

経営体制変更で、機能商社化をさらに推進
施工力の強化などにより、100億円投資で成長加速

高島［8007・プライム］

建材を主力に施工・物流まで手掛ける専門商社

高島は、建材を主力に産業資材や電子・デバイスを手掛ける
専門商社だ。1915年の創業以来、事業の多角化を進めながら、
施工機能や加工機能などを備えた「機能商社」へと進化して
きた。2026年6月には22年ぶりに経営体制を変更し、CEO・
COOによる2代表制へ移行。人財投資やM&Aによって高め
てきた“稼ぐ力”を次の成長にどうつなげるのか。新中期経営
計画に込めた考えと今後の成長戦略を聞いた。

高
島
幸
一
会
長

Interview

Profi le◉たかしま・こういち
1952年生まれ。75年慶應義塾大学経済学部卒業。77年
ニューヨーク大学の経営大学院修士課程(MBA)修了。78年
プロクター・アンド・ギャンブル日本法人入社。2000年同社
エクスターナル・リレーションズディレクター。02年高島に
入社し、04年に同社代表取締役社長に就任。26年6月代表
取締役会長 会長執行役員 CEOに就任（現任）。

人
財
投
資
と
Ｍ
＆
Ａ
を
加
速　

収
益
力
向
上
と
施
工
力
強
化

株式データMEMO
売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
当期純利益

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
当期純利益

906億4,200万円
21億200万円
15億2,300万円
12億2,500万円

1,000億円
23億円
24億円
16億円

4.1%減
1.2%減
24.7%減 
21.8％減

10.3％増
9.4％増
57.5％増
30.6％増

2026年3月期  連結業績

2027年3月期  連結業績予想

前期比

前期比

決算期 3月

直近株価 742円（26.6/24終値）
年初来高値 940円（26.2/27）

680円（26.5/13）
255億円

年初来安値

時価総額

ＰＥＲ 15.8倍 配当利回り 6.20%
ＰＢＲ 1.09倍


